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大磯町虫窪の二宮層群活断層と貝化石

森慎一

はじめに ここで紹介する大機町虫窪付近は妙見層が欠如するも

大磯丘陵南部には洪積世中期初頭に堆積した二宮層群 のの，下日1下部層，下回上部層の模式地として，また，

が広〈分布する。最近著者らは，火山灰層序学的立場か 最近数少なくなった二宮層群の員化石産地としても重要

ι従来の二宮層のうち，多摩ローム相当層と考えられ である。ここでは，その中のー露頭でみられる活断層と

る海成層を葛川層群として分離し，高川層群に高角不楚 貝化石について記述する。

合におおわれる海成層のみを二宮層群として再定義した

（春川 ・ほか， 1977）。さらに，著者らは二宮層群を下位 二宮層群中の活断層

より妙見層，下回下部層，下回上部層に区分し，テフラ 小田原厚木道路北の谷の露頭位置（A地点）を図 1に，

に基づいた総合連続柱状図も明らかにした （森 ・ほか， 露頭スケッチを図2に示す。ここでは図2にみられる様

1977）η に，断層を境にして下回下部層と下回上部層とヵ、接して

図 1

MORI, Shinichi Active fault and molluscan fossils found from the 

Ninomiya Croup in Mushikubo, Oiso Hills 
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いる。断層の右側にある，貝化石を多産する細粒砂岩層

の層準は，上方にNm25 （上杉 ・ほか， 1979）と名付け

られた黄色軽石層が認められることから，下回下部層中

上部であることが明らかである。一方，断層の左側のス

コリア質シルト岩層は直下に黒色火山灰を伴うスコリア

層（Nu-58; F 3モドキと愛称）が鍵層となり，下回上部

層中部であることが明白である。

下回下部層と下回上部層を境するこの断層は， N20E 

の走向をもち，東へ62｝支傾斜しており，総合連続柱状図

（図3）から読み取ると，落差月Omに及ぶ正断層である

ことがわかる。また，この断層面には鋭肌ヵ、認められ，

平行条線が観察される。 条＊j~方向は水平面に対して北側

へ28度傾斜する。従って，この断層は左横ズレ成分も伴

っており，斜め移動断層であり， DENNIS(1967）の分類

ではleft-normal slip faultである。この断層を虫窪断

層と名付ける。なお，本地点の地層はN74Eの走向をもち，

北へ6度傾斜している。

このような横ズレ成分を伴う断層は，県内では三浦半

島の 5断層や丹沢山地北部の道君、川断層，長者会断層の

他，丹沢山地南部の神縄逆断層を切る甑沢断層系や中津

川断層系に知られている。しかし司斜め移動断層の証拠

として断層面上の条線が硲認された例は司近隣では1974

年伊豆半島沖地震の際に活動した石廊崎断層 くらいであ

り （垣見 ・ほか，1977），その意味で，この虫窪における

ー露頭は重要視される。

こうした点から，条線の伏角をもとに本断層の変位量

を試算してみた結果，傾斜移動量63m，走向移動量 119

m，実移動量 135m，鉛直移動量（真の落差） 56mとい

う値が得られる。 また，この実移動はN6Wの方向をも

ち唱東側の上盤が25）支のplungeを有して北側へ相対的に

沈下したものと推定きれる。この断層がいつから活動を

大磯町虫窪AJ也！.＇！.の二日！百軒露政スケ yチl支12

間取山理岩層
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大磯丘陵東南部町二宮層群標準柱状図（森ほか，

1977に部加筆）

図3
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表 l 虫窪A地点における主要貝化石リスト

，；れユdajaponica A.山リM1S
'rurcica coreensis ~~；.：； ，； 

Homalopomεamussito.tum (GOULD) 
Homalopoma granuliferum 
Trichotropis （工phinoe)unエcarinataSO'dl!:RBY 
cryptonatic ~ janthostomoides (KURODA) 
Tanna luteostoma (XUST出）
Mi trella (Mi trella) bicincta (GOULD) 
Mi trella (Mi trella) burchardi (DUNK凶）
Siphonalia spadicea (RE.:VE) 
Siphonalia fusoidea (R且EVE)
Paradrillia nivalioides (YOKOYAMA) 
Dentalium (Paradentalium) octangulatum hexagonum GOULD 
Dentalium (Antalis) septentrionale KURODA 
Saccella (Saccella) confuaa (HANLぽ）
Arca boucardi mエyatensisOYAMA 
Hawaiarca uwaenais (YOKOYAMA) 
Glyc刊 eris(Glycymeria) vesti七a (DUNK己丘）
Lエmopsis(Cernulilimopsis) crenata A.ADM;s 
Modiolus (Modiolus) nipponicus (OYAMA) 
Aequipecten ( Cryptopecten) vesiculosus (DUNK8R) 
Pecten (Notovola) albicans naganumanus YOKOYAMA 
Pecten (Mizuhopectell) tokyoensia TOKUNAGA 
Polynamamussium intuscostatum (YOKOYAMA) 
Pycnoconta musashiana (YOKOYAMA) 
Cyclodicama lunaris (YOKOYAMA) 
Nemocardium (Keenaea) s叩 ar叩 gaeMAKIY AMA 
Paphia (Paphia) ne.ganumanua OTUKA 
Ventricola.ria toreuma (GOULD) 
Anomalocardia ( Veremolpa) minuta (YOKOYAH) 
Lutraria sieboldi REEVE 
Macoma tokyoenaia MAKIYAMA 
Solen grandis DUNKBH 

断層の相対的移動を示す概念図

地層面の走向 AJ→N20W，断層面的走向AC→N74E，みかけの落
差GH二 50'm，地層の真の傾斜角6・.j也層の見かけの傾斜角どCAI.
断層の真の傾斜角どADE=62＇，地 層面の走向と断層I自1の走向との
なす角どCAJ=86°. 条線の水平面とのなす角ζCAB=28°，鉛直移

動 （真の落差） AE可傾斜移動量 ADニCB，走向移動量AC=DB,

実移動量AB、実移動の方向E日、 プランジどABE

［~ 4 

va; very abundant, a; abundant 

c;common, f;few, r;rare 

まり遂は‘れたものとは考えられず，ほぽ現地性に近い群

集と考えられる。この化石群集は外洋水黒潮型を主体と

する群集であり，正浅海帯（N1）から亜浅海帯 （N3）に分

布するものである。なお，虫窪周辺の下回下部層中の貝

化石から得られる深度は，基底部品－3, 中下部NJ，，中

上部N1 3，最上部No 1と1サイクルの変化を示している。
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開始したかは明白ではないが，それを二宮層群堆積直後

からと仮定し，その年代を50万年前と見積もると，本断

層は0.27m/103yの実移動量を有し，少くとも B級の活

断層といえる。しかし，本断層が吉沢層を変位させるも

のであるかは未石室認である。

なお，以上の様な計算の基本となった断層面に認めら

れる条線は，断層運動の最後の段階における運動方向を

記録しているだけであるとも言われる。従って，上記の

値はあくまでも参考程度にとどめておいた方がよいのか

も知れない。最後に，この断層の延長は，虫窪南方の新

幹線南側にある神奈川中央交通宅造地に認められる。二

宮層群と鷹取山磯岩層を境する断層に続くものと考えら

れることを付しておく 。
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二宮層群中の貝化石

この虫窪A地点から産出する貝化石は 134種にのぼ、り，

二宮層群の貝化石産地のうちで最大である（森 ・長田，

1979）。 量的にはLimopisere叩 tαが圧倒的に多＜ 65%に

も達し，その他の随伴種としては Glycymerisvestita, 

Nemocαrdium samαTαπgae, Saccella confusa, Pycnod-

onta musashiana, Siphan日Ii日 spαdieea，などがある。

主要貝化石を表1に掲げた。

これらの貝化石は，産状，合弁率な左を考慮するとあ


